
大学改革 理学部・経済学部、大学院博士課程を改組

　令和6年4月、地域や社会のニーズに対応した人材育成を行う
ため、経済学部および理学部を改組しました。また、本学の特色を
強化しつつ、分野間の連携と融合により、新たな価値を創出する
ため、令和４年に設置した大学院修士課程に接続する、医薬理工
系の大学院博士課程を、同年4月に設置しました。
　経済学部では、経済・経営・法律の3分野を学べる体制を維持し
たまま1学科3プログラム（公共政策・企業経営・経済データサイ
エンス）に再編し、データを分析・活用しながら課題を解決する実
践的な能力を身につけることができます。

2024年1月、科学技術振興機構（JST）共創の場形成支援プログラム
（COI-NEXT）令和６年度本格型昇格プロジェクトとして、本学を中心とす
る「富山循環経済モデル創成に向けた産学官民共創拠点」が採択されまし
た。COI-NEXTは、地域大学等を中心とし、地方自治体、企業等とのパート
ナーシップによる、地域の社会課題解決や地域経済の発展を目的とした、
自立的・持続的な地域産学官共創拠点の形成を制度趣旨とするものです。
　本学は、令和４年度に同プログラムの「地域共創分野・育成型」に採択さ
れ、「富山循環経済モデル創成に向けた産学官民共創拠点」を設立。年度あ
たり2,500万円、令和5年度まで２年間の支援をいただき、アルミニウム
資源のアップグレードリサイクルに係る取組を起点とした「循環経済型イ
ノベーション都市」の実現に向け、産学官民の幅広いステークホルダーと
の対話を重ねてきました。今回その活動が評価され「本格型」への昇格を果
たしました。「本格型」では年度あたり最大２億円、最長10年間の支援とな
ります。

　本格型10年間の構想では、不純物を含むアルミスクラップから再生
地金の幅広い利用を可能にし、製錬時のCO2排出量が大きい新地金の利
用を減らすことでカーボンニュートラルに貢献できます。富山における
リサイクルシステムと循環経済型社会を地域の産学官民の全ステークホ
ルダーと共に構築し、アルミの環境付加価値を向上させ、地域企業の電
気自動車（ＥＶ）等の新市場への進出を支援します。
　これからも、本学は「産」「学」「官」そして「民」の協働で、富山ブラン
ドの高付加価値リサイクルアルミの100%循環を実現することで、地域
産業の活性化や新産業創出に貢献してまいります。
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社会貢献 富山大学・富山県教育委員会主催「とやま探究フォーラム」を開催

2024年2月3日、富山大学・富山県教育委員会の主催により「とやま探究フォーラ
ム」を開催しました。本フォーラムは、本学が「富山県・富山市・富山大学データサイエ
ンス連携推進事業」において支援している学校や、県教育委員会が「とやま新時代創造
プロジェクト学修推進事業」で支援している県立学校等と合同で、総合的な探究の時
間等で取り組んできた活動について、その成果を発表する場です。
2023年度は県内21校の高校が参加し、約190名の生徒が49のテーマに分かれ、

発表が行われました。富山県立大門高等学校によるオープニング発表では、「仮想現実
を用いた災害の可視化」をテーマに、洪水時の避難経路を判断するために、3D制作プ
ラットフォームで災害を可視化し減災・防止に役立つアプリを作成するといった成果
が発表されました。発表後は生徒交流会および教員等交流会が行われ、学校の枠を超えて生徒同士、教員同士で交流を深めました。

文部科学省「令和５年度大学・
高専機能強化支援事業」に採択

2023年11月、齋藤滋学長、池田真行理事、林篤病院長、張勁学長補佐、
松田恒平理学部長、中川崇医学部副学部長、早川芳弘和漢医薬学総合研究
所長および国際課職員が、大学間学術交流協定の締結および富山大学リ
エゾンオフィスの開所等を目的にインドネシアおよびマレーシアを訪問
しました。
　インドネシアへの訪問では、ハサヌディン大学薬学部と富山大学リエ
ゾンオフィスに関する覚書を締結し、富山大学リエゾンオフィスを設置
しました。また、ジェンデラル・ソディルマン大学と大学間学術交流協定

の締結および富山
大学リエゾンオフ
ィスの開所が行われました。マレーシアへの訪問では、 2016年に部局間学
術交流協定を締結したモナッシュ大学、2016年に大学間学術交流協定を締
結したトゥンク･アブドゥル・ラーマン大学、 2013年に部局間学術交流協定
を締結したマラ工科大学を表敬訪問しました。
　今回のインドネシアおよびマレーシアへの渡航によって、研究交流及び学
生交流の可能性が大きく広がりました。訪問先の皆様と連携・協力していくこ
とで、国際交流の発展が期待されます。

2024年2月26日記者会見の様子

　本学は「令和5年度大学・高専機能強化支援事業」の採択を受け、大学院理工学
研究科および理学部・工学部を中心に高度情報専門人材の育成に取り組んでいます。この事業は、デジタル・グリーン等の成長分野
をけん引する高度専門人材の育成に向け、文部科学省が基金を創設し大学へ支援を行うものです。
　本事業では、学内における人材育成にとどまらず、県内の高等教育機関である富山高等専門学校との連携を強化しました。富山高
等専門学校は、全学必修科目の「データサイエンス」「AI・MOT」に加えAIトップ人材の輩出を見据えた教育プログラムを進め、各専
門をベースにデータ・AIを活用できる人材の育成に力を入れています。富山大学と富山高等専門学校がカリキュラム開発や教育面に
おいて連携することで、大学及び高専単独では実施できない多彩な教育を提供していきます。

社会貢献 齋藤滋富山大学長が大学間学術交流協定の締結および
富山大学リエゾンオフィスの開所のため5大学を表敬訪問

　理学部では、 1学科6プログラム（数学・数理情報学・物理学・
化学・生物科学・自然環境科学）に再編し、分野横断的な知識や
データサイエンスを駆使して、幅広い視野から課題解決できる
力を培う教育を行います。また、全プログラムから選択可能な
国際コースを新たに設置し、国際化対応科目や海外派遣によっ
て、グローバルに活躍できる人材を育成します。
　大学院博士課程では、医学薬学教育部、理工学教育部の各専
攻を1専攻化し、「総合医薬学研究科 総合医薬学専攻」「理工学
研究科 理工学専攻」に博士課程、博士後期課程を設置。また、総
合医薬学研究科と理工学研究科の連係による医薬理工学環に
も、博士後期課程を設置し5年一貫型教育体制を構築しました。
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